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瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
と
酒
か
す
地
蔵 

 

作
家
で
あ
り
僧
侶
で
も
あ
る
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
が
九
十

九
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
連
日
、
驚
き
と
悲
し
み
の
訃
報

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
頃
は
子
宮
文

学
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

夫
と
娘
を
捨
て
他
の
人
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
堂
々

と
小
説
に
し
た
り
、
作
家
で
僧
侶
の
今
東
光
さ
ん
の
も
と
で

出
家
し
比
叡
山
で
修
行
を
さ
れ
た
り
、
東
北
の
寺
の
住
職
を

さ
れ
た
り
、
世
間
を
良
い
に
つ
け
悪
い
に
つ
け
、
メ
デ
ィ
ア

を
飽
き
さ
せ
な
い
あ
る
意
味
で
の
ス
タ
ー
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
生
き
方
に
あ
こ
が
れ
た
女
性
も
多
く
い
た
よ

う
で
、
小
説
家
の
林
真
理
子
さ
ん
や
井
上
荒
野
さ
ん
も
そ
の

お
一
人
の
よ
う
で
す
。 

瀬
戸
内
寂
聴
著
の
「
小
さ
い
僧
の
物
語
」（
集
英
社
文
庫
）

と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
の
お
地
蔵
様
の
因
縁

話
を
や
さ
し
く
文
章
に
し
た
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
お
地
蔵

様
の
面
白
い
話
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
中
に
「
か
す
地
蔵
」

と
題
す
る
話
が
出
て
き
ま
す
。 

原
本
は
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
で
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ

た
和
綴
じ
の
も
の
で
、
研
究
書
と
し
て
大
島
健
彦
監
修
『
十

四
巻
本
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』（
上
・
下
巻
）
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
の
第
三
の
五
に
「
駿
河
香
貫
郡
糟

地
蔵
の
事
」
と
題
し
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
さ
い
僧
と
は
お
地
蔵
様
の
事
で
す
。
こ
の
お
地
蔵
様
こ

そ
が
現
在
三
明
寺
の
ご
本
尊
で
あ
る
「
酒
糟
地
藏
」
で
す
。 

お
話
は
両
親
を
疫
病
で
亡
く
し
た
お
里
い
う
名
の
娘
が
、

親
の
菩
提
を
弔
う
供
養
代
を
つ
く
る
た
め
と
生
活
の
た
め

に
酒
を
造
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
酒
を
お
地
蔵
様
が
代
っ
て

売
り
歩
い
た
と
い
う
話
で
す
。
そ
の
娘
の
お
里
と
い
う
名
は

寂
聴
さ
ん
の
創
作
で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、「
お
さ
と
物
語
」

と
い
う
名
で
お
酒
の
ラ
ベ
ル
を
つ
く
り
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
に

お
願
い
し
、
お
寺
の
行
事
な
ど
に
参
加
さ
れ
た
方
の
記
念
品

と
し
て
お
出
し
し
て
い
ま
す
。 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
の
兄
が
庵
原
郡
富
士
川
町
で
タ

ウ
ン
誌
「
庵
原
新
聞
」
を
長
年
刊
行
し
て
い
ま
す
。
二
十
年

前
、
百
号
記
念
の
講
演
の
相
談
を
受
け
、
当
時
八
十
才
の
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
京
都
嵯
峨
野

に
あ
る
寂
庵
を
訪
ね
ま
し
た
。 

 

当
日
、
丁
度
、
法
話
の
会
が
催
さ
れ
る
と
の
事
で
、
一
緒

に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
の
フ
ァ
ン
で

満
杯
の
中
、
漫
談
の
よ
う
な
、
笑
い
が
絶
え
な
い
、
本
当
に

お
元
気
な
様
子
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
後
、
何
度
か
講
演
の
お
願
い
依
頼
を
し
ま
し
た
が
、

源
氏
物
語
訳
文
の
執
筆
の
最
中
と
の
こ
と
で
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
度
、
お
寺
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
本
尊
様
に

お
参
り
し
て
欲
し
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

          

 

        
 
 
 
 
 
 

  

 [文書の重要

な部分を引用

して読者の注

意を引いた

り、このスペ

ースを使って

注目ポイント

を強調したり

しましょう。

年末年始号 

 

第 127回 じぞう寄席 11/23  1 年半ぶりに人数の制限と参加者の確認をして開催しました   

 

お楽しみ抽選会では世話人さんや参加者が景品を差し入れてくれます  

 

 春風亭百栄師匠 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

十
二
月 

 

○
清
水
家
・
土
屋
家
ご
法
事 

 

4
日 

○
東
家
・
渡
邊
家
・
仁
科
家
ご
法
事 

5
日 

○
岩
﨑
・
仁
科
・
加
藤
家
ご
法
事 

6
日 

○
園
田
家
ご
法
事 

 
 

11
日 

○
青
木
家
・
江
藤
家
ご
法
事 

 

12
日 

○
道
了
講  

 
 

14
日 

○
地
蔵
講  

 
 

21
日 

○
影
島
家
ご
法
事 

○
勝
又
家
ご
法
事 

 
 

26
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

31
日
23
時
30
分 

一
月 

 

○
元
旦
初
祈
祷 

 
 
 
 

1
日
0
時 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 
 
 

1
～
3
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

 

6
日 

○
山
田
家
・
渋
谷
家
・
田
中
家
ご
法
事 

16
日 

○
地
蔵
講  

 
 

18
日 

○
鎌
野
家
・
前
田
家
ご
法
事 

 

22
日 

○
山
門
大
般
若
祈
祷
会 

 

30
日 

               

二
月 

○
道
了
講  

 
 

1
日 

○
地
蔵
講  

 
 

15
日 

○
小
林
家
ご
法
事 

 
 

19
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席
（
128
回
） 

 

27
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 
 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学
（
法
話
の
会
） 

休
講 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
昨
年
同
様
、
も
ち
つ
き
、
し
め
な
わ
作
り
、
鎮
火
祭
等
の

飲
食
を
伴
う
行
事
は
中
止
と
し
ま
す 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

  

  
 
 

  
 

        

 

 

        

【
後
記
】 

 

熱
海
伊
豆
山
被
害
の
写
真
、
門
池
の
写
真
、
対
象
的
な
写

真
を
載
せ
て
良
い
も
の
か
悩
み
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆
様

の
ご
冥
福
と
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

【
ち
び
た
け
ク
ン
解
説
】 

今
回
は
「
油
断
大
敵
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。 

被
り
物
が
ゾ
ウ
な
の
は
・
・
・
お
釈
迦
さ
ま
は
ル
ン
ビ
ニ

で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
お
母
様
の
マ
ー
ヤ
夫
人
が

受
胎
さ
れ
る
時
に
お
釈
迦
様
が
白
象
に
姿
を
変
え
て
夫

人
の
右
脇
よ
り
入
ら
れ
た
、
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。 

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
気
遣
い
合
え
ま
す

ね
。
フ
ツ
ー
の
マ
ス
ク
を
付
け
よ
う
ね
、
ち
び
た
け
く

ん
！ 

 

      

令
和
三
年
十
二
月
一
日 

第
八
十
一
号 

発

行 

曹
洞
宗 

愛
鷹
山 

三 

明 

禅 

寺 

編

集      

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル info@sanmyouji.com

 

年
末
鎮
火
祭･

年
頭
挨
拶･

節
分
祈
祷
法
要
に
つ
い
て 

お
札
の
お
炊
き
上
げ
・
年
越
し
そ
ば
・
豆
ま
き･

千
人
鍋
・

御
輿
は
行
い
ま
せ
ん
。
年
頭
挨
拶
、
本
堂
内
の
祈
祷
法

要
は
例
年
通
り
お
勤
め
し
ま
す
。 

疫
病
退
散･

家
内
安
全
な
ど
御
祈
願
致
し
ま
す
。 

参
拝
に
は
各
自
の
対
応
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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更生保護施設 静岡少年の家の食事作りに参加しました 

口を閉じている白い唐獅子 

渡り鳥 きれいな夕焼け 静かな朝の水面に富士山 

印章供養祭 10/3  御印章の供養と印章店の皆さまの商売繁盛の祈願をしました 

 

この日のメニューは 

牛丼、けんちん汁、大学芋 
かぼちゃの煮物･天ぷら･サラダ 
沼津の野菜づくしです（笑） 

 

門池の花火  11/20 沼津市内各所で  12/4 門池小 50周年記念事業で お寺の目の前で打ち上げられました 

花火の燃えカス  
 

門池の風景 ウオーキングをしているとまるで極楽かと思える一コマに出会えます 
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月例写経会 12/20 1/24 10時から行います 

熱海の土石流  11 月末撮影 

この日も行方不明の方の捜索をしていました 

秋彼岸の供養 9/20    

ご参列を控えての法要を執り行いました   

 

写経会 

一文字一文字気持ちを込めて 

般若心経、修証義を写します 

体験参加できます 

土曜写経会 読経・法話、ラジオ体操・写経をし、お茶にします 

 

報道画面から想像していた以上の被害の広さに驚きました 


